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書評「ボッティチェリを語る日本人評論家 A Japanese Critic on Botticelli」は、1925年にロンドンにて出
版された矢代幸雄『サンドロ・ボッティチェリ』（Yukio Yashiro, Sandro Botticelli）1に対し、ローレンス・
ビニョンが 1925年に『タイムズ・リテラリー・サプルメント』（The Times Literary Supplement）において
発表したものである 2。日本人評論家・矢代幸雄の著作が西洋でどのように受容されたかを示す一例であ
り、以下はその全訳と解題である。尚、引用した書簡は、ヴィッラ・イ・タッティ（ハーヴァ ドー大学所属イ
タリア・ルネサンス研究センター）のホームページ上のオンライン展「Yashiro and Berenson̶Art History 









































































































































































































































































 「甘美な感じ〈aria dolce〉や誇らかな感じ〈aria fi era〉が必要な場合、あらゆる身振りに、そしてす
べての頭部と形態に変化を付けよ。春が草原に様々な花を咲かせるように。」33
したがって、ariaは身振り・頭部・形態に関する言葉であり、aria virileは人物の身振り・頭部・形態が男
らしいこと、と言える。バクサンドールは virileや fieroの対義語としてdolceや miteを挙げたが 34、ここ

















  * 本稿は、平成 26–28年度科学研究費補助金、基盤研究（C）一般「バーナ ドー・ベレンソンと矢代幸雄の往復書簡に関する研究」
（研究代表者：越川倫明）の成果の一部として、筆者が研究協力者として翻訳・執筆した。同研究計画に関連してヴィッラ・イ・タッティ
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